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2008年 臨床検査科研修会記録
３月６日
◆ 血液学分析装置 CELL-DYN S apphire &
CELL-DYN Rubyについて
血液検査係 白 戸 崇 嗣
４月３日
◆ 心臓弁膜症について
生理検査係 佐 藤 政 義
４月22日
◆ 病理検査室の業務
病理検査係 渡 部 純 子
５月８日
◆ chromID ES BL寒天培地の有用性について
微生物検査係 林 右
６月５日
◆ 透析液清浄化
～エンドトキシン管理とアミロイドーシス予防～
臨床工学係 阿 部 直 之
７月３日
◆ 危機的出血への対応ガイドライン
輸血血清検査係 川 村 牧 子
９月３日
◆ 特定健診と脂質
～LDLコレステロールを中心に～
生化学検査係 長 谷 芳 則
10月８日
◆ 多項目自動血球分析装置（S ysmex社 XS -
1 0 0 0 i）について
血液検査係 白 戸 崇 嗣
11月12日
◆ 深部静脈血栓症（DVT）の超音波診断について
生理検査係 猪 狩 寿 子
12月11日
◆ 分子標的治療薬と病理検査
病理検査係 増 田 雅 巳
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
３月６日
◆ 血液学分析装置 CELL-DYN S apphire &
CELL-DYN Rubyについて
血液検査係 白 戸 崇 嗣 野 作 信 幸
当院では、平成７年より血液学分析装置 CELL-DYN
 
3500SLを使用していたが、機器更新に伴い、血液学分析
装置 CELL-DYN Sapphire（以下：Sapphire）と CELL-
DYN Ruby（以下：Ruby）を導入した。今回、Sapphire
& Ruby導入後、半年が過ぎ基礎的検討を行い、若干の
知見を得たので報告する。
機器の説明（使用試薬、測定原理、測定項目および測
定モードの説明）、基礎的検討（同時再現性、日差再現性、
目視法との相関、Sapphireでの網赤血球と目視法との相
関、Sapphireと Rubyの相関）、Sapphireと Rubyの装
置特性の比較などを行い、結果の見方や特異例などを紹
介した。結果は、各基礎的検討ともに良好な結果が得ら
れたが、網状赤血球の検討時に乖離例を認めた。その乖
離例は、目視法で赤血球中にH.JOLLY小体を認め擬陽
性になった症例である。
Sapphireと Rubyの分析能力は、同時再現性、日差再
現性及び目視法との高い相関から十分評価できる。また、
他施設と比較しても差は認められず、良好な結果が得ら
れた。検体測定時の注意点としては、ベビー検体を Sap-
phireで測定する場合は、溶血抵抗モードで測定しない
とWBCの値が高値となり、Rubyを使用する場合は、採
血量やHgbが高値のため測定できない事ある。検体に
よっては、測定モードを変更する必要がある事を認識し
た。
今後の課題としては、異常細胞出現時における FLAG
（コメント）所見の有用性などを検討し、ルーチン業務の
効率化に取り組んでいきたい。
４月３日
◆ 心臓弁膜症について
生理検査係 佐 藤 政 義
弁膜症は、主に狭窄症と閉鎖不全に大別されます。勿
論２つの疾患が併発する事もあります。症状としては、
息切れ・目眩・胸痛・倦怠感・心嚢液貯留などを呈しま
医誌（第34巻 第１号 平成21年室蘭病 )月９
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